
テレビ等で耳にしたことがある
かと思いますが，日本でも結核に
罹患する方が年間約２万４千人，
そのうち約２千人の方が亡くなら

れています。
こうした状況を少しでも改善するために，厚生

「 」９月に入ったとは言え，まだま 労働省では９月 ～ 日までを 結核予防週間24 30
だ暑い日が続くことが予想されま と位置付け，様々な取組・事業を行うようです。
す。このような中ですが学校で体 大人にとってもあまり身近に感じない結核につ
育大会の練習が始まることから， いて理解を深めるよい機会です。家庭でも，結核

，熱中症への対策が必要と考えています。 の恐ろしさと日本での現状をお話しいただいたり
つきましては，以下のような事を学校では 体がだるい，咳が続く等の症状が見られる場合に

指導します。ご家庭でも確認していただき， は医療機関で診察を受けることを確認したりして
併せてご指導お願いいたします。 ください。

① 運動の前後と間に給水の時間を設定
し，水分を補給する時間を確保する。 現代社会には，様々な情報があ

② 帽子を着用させる。私物の帽子(華美でないもの)を ふれています。それが生徒に悪い
使用しても構いません。 影響を与える場合があります。

③ 全教員で生徒を観察し 生徒の状況を的確に把握する 特に，生徒が簡単に情報を手に入れることができる携帯電， 。
これ以外にも，体調を維持させるために基本的な生活習慣 話やインターネットの使わせ方については，以下のような事

の確立をめざしています。家庭でも，早寝・早起き，朝ご飯 項をよく考える必要があります。
をとらせるよう，ご協力をお願いいたします。 ① フィルタリングを設定し，有害情報に触れさせない。

② 使用のための約束をする。例えば，使用時間や使用
先日，天草採りから 場所を決める，就寝する際の保管場所を決めるなど。

心太会食までの様子を ③ メールや履歴を保護者が点検する。
ＮＨＫで放映してもら このような事を約束することは，面倒だ
うことができました。昨年は少年消防クラブの様子を放映し ったり，子どもを信用していない事の裏返
てもらいました。 しではと考えたりしがちです。しかし，最

この二つの出来事を通して感 終的には正しい使い方を理解させたり，犯
じたことがあります それは 地 罪等に巻き込まれないようにしたりするた。 ，「

。域の伝統の素晴らしさ」です。 めに有効であることを忘れないでください
二つの行事とも，鹿島中に受け継がれてきた伝統です。その
背景には地域での出来事・地域の方の思い等があることも重

要です。採用する放送局も，鹿島のそ
ういう伝統を感じて放映をしてくださ
ったのではと思っています。

２学期は体育大会で「オニハ踊り」
文化祭で「鹿島太鼓」の披露がありま

す。生徒には「鹿島の伝統」をしっかりと理解させた上で，
取り組ませます。ご家庭でも伝統について語ってください。

２学期の大イベン
トが９月と１１月に
開催されます。その

二つの行事に向けて，生徒たちはこれか
ら放課後を中心に様々な活動を行うと思
います。家庭でもどのようなことを行っ
ているかを話題にして励ましてください。
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※現時点での予定です。

○ ２日(木)： 来校，いじめ問題を考える週間( 日)ALT ~7
○ ５日(月)：実力テスト(～６日)

○ ９日(金)：第２回元気塾

○１０日(土)： ・地域奉仕作業( )PTA 14:30~
○１２日(月)：中期合同道徳，生活リズムチェック開始

子ども会十五夜綱引き大会( )19:00~
○１４日(水)：家庭学習の日(部活中止)

○１６日(金)：夜回り

○１９日(月)： 敬老の日

○２０日(火)：納金日

○２３日(金)： 秋分の日

○２５日(土)：合同体育大会

○２６日(月)：振替休日 )(もし授業があっても給食はない

○２７日(火)：第３回元気塾

目指せ！ 忘れ物『０』一事徹底事項

生活リズムを整え，規則
正しい生活を送ろう

９月の生活

努力目標

学びて時にこれを習う亦説ばしからずや
校長 河野通芳

長かった夏休みが終わり，２学期がスタートしました。夏

休みが始まる前に，各自が自分を「リセット」する夏休みに

。 ， ，とお願いしました 夏休みの間に 多くの生徒が鹿島を離れ

それぞれの場所で自分を鍛え直したり，新しい経験を積むこ

とができたと思います。その経験が生かされるように，２学

期をうまくスタートさせてあげたいと思っています。

なら またよろこ
学 び て 時 に こ れ を 習 う 亦 説 ば し か ら ず や
孔子の論語の中の有名なことばです。中学３年生の国語の

教科書には，必ず出てくる一節なので，覚えていらっしゃる

方も多いと思います 「勉強したことを折にふれて復習すれ。

ば次第に理解が深まる。何と嬉しいことではないか 」とい。

うような意味で，学問を重ねることの喜びを説いたことばで

す。孔子の時代は、学ぶとは『詩経』などの古くから伝えら

れる詩を読み，礼と楽について思索することであったのです

が，これは，現在の学校の学習に言えることだと思います。

学校で学んだことを繰り返し復習し，それが完全にできる

ようになったり，勉強したことをもとに自分でいろいろな考

えや問題が理解できるようになることを 「喜び」として感，

じることは，とても大切なことです。

以前，生徒が「できる喜び」を感じる条件には何があるの

かまとめたことがありました。そのときの結論は，

① 学習の課題がはっきりしていること

② 学ぶための手立てや教材が充実していること

③ 学ぶための時間が十分確保されること

の３点でした。学校でも，学習の形態や教

材の内容をいろいろ工夫して，生徒に「で

きる喜び」を味わわせるようにしていきた

いと思います。家庭でも，秋の夜長を活用

して，家庭学習を質量とも充実できるよう

御協力ください。

今学期は，全ての生徒が「学びて時にこれを習う亦説ばし

からずや」と実感できることを願っています。


